
●ガラス破損の被害を防止する為、バルコニーに置いてある植木鉢や空き

箱など倒れたり飛ばされやすい物は室内に入れましょう。

サッシは通常の風雨には耐えますが、台風や暴風雨時は、より安全の確保と被害を
小さくする為に気象情報に注意をし、次の様な対応が必要です。

●バルコニーの排水溝はきれいに清掃することをお勧めします。排水溝に

砂やゴミ、落葉などがたまっていると水があふれて住居に浸水することがあ

ります。

●網戸が飛ばされないよう、網戸を持ち上げてはずれないことを確認しま

しょう。

●強風により窓やドアがあおられて破損、落下することがありますので、完

全に閉めてクレセント・ハンドル等で確実にロックしてください。

●サッシの下枠より雨水が吹き込むことがありますので、サッシの下枠に雑

巾やタオル等を当てることをお勧めします。又周辺に濡れては困るものは

置かないようにしましょう。

●強風時には万が一ガラス破損時の飛散防止の為、ブラインドや

カーテンは閉めてください。

●窓やドアの開閉はできるだけ控えましょう。どうしても開閉しなけ

ればならないときは手をはさんだり、ドアがあおられたりしないよう

十分に気をつけましょう。

●雨水が吹き込んだ場合はサッシ枠に雑巾やタオル等を当てて下

さい。
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